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	はじめに
　
　
この本は、テーブルトークＲＰＧのリプレイです。システムは「放課後怪奇くらぶ」。
「クトゥルフの呼び声ＴＲＰＧ」に連なる、学園もののＴＲＰＧです。
　
「テーブルトークＲＰＧ」及び「リプレイ」に関する説明は、ここでは省きます。
テーブルトークＲＰＧわからないという方は……申し訳ありませんが、
ここを読んでみて、感覚的に理解できるというならば良し、
わけがわからないという場合は、上記キーワードで検索でもかけてみてください。
　
今回は４人で遊んでおり、３人がそれぞれ自分の「キャラクター」
を操作し、一人が物語の進行役を担っているという形です。
　
では、今回のおはなしへ――。
　
　
ＳＣＥＮＥ　０　：　生徒紹介
　
■香取　菊子（かとり・きくこ）
３年３組／女子　陸上部部員、砲丸投げ（引退）
【能力値】STR17／DEX10／INT15／CON９／APP11／POW11／SIZ11／EDU12／SAN50（元値55）
　怪奇現象への遭遇率は高いけれど、相変わらず怖いものは『嫌い』らしい。平和な生活に戻るのが望み。
　
■副島　澄子（そえじま・とうこ）
３年1組／女子　オリエンテーリング部（引退）
【能力値】STR14／DEX13／INT18／CON８／APP11／POW11／SIZ14／EDU16／SAN53（元値55）
　部員数が少ないオリエンテーリング部をまとめる頑張り屋さん。怪奇現象には耐性ができつつある様子……（笑）
　
■聖　麻希（ひじり・まき）
2年2組／女子　オカルト研究会副会長・オリエンテーリング部副部長
能力値：STR11DEX12／INT10／CON14／APP11／POW８／SIZ９／EDU15／SAN37（元値40）
　見た目は可愛らしいが、骨の髄までオカ研部員。怪奇現象に興味津々な怖い者知らずさん。
　
　
ＯＰＥＮＩＮＧ
　
このキャラクターで遊ぶようになって、既に9話目。
1話目ではぴちぴちの1年生だった菊ちゃんも澄子ちゃんも、もう高校3年生です。
今回はいつもの怪奇ものから少し趣向を変えて、トンデモ編。
　
季節は10月。澄子ちゃんと菊子ちゃんにとっては、高校生活もカウントダウンです。
舞台はオリジナルの学校、黄泉高校。某県某市の某高校に似ているのは、ご愛敬。
　
キーパー：あまり頻繁に何か起きても困るので、時期は10月くらいにしちゃいます。３年生のクラブ活動は引退済みです。
菊子　　：うわ、もう暇人だ！　どうしよう。（笑）
麻希　　：ヒマ？　忙しくなるから部活に行かなくなるんじゃないんですか？（笑）
キーパー：それで菊ちゃん、夏の大会で砲丸投げ部門でどこまでいったかを、STR＋DEX÷2で判定しようと思います。d％ロールして、結果が1倍以下なら関東大会に出場。
　
【能力値判定について】
放課後怪奇くらぶのシステムは、ルーンクエストやクトゥルフと同じＢＲＰシステムです。
基本の判定ダイスはd100％。たいていの場合、小さい出目の方がいい結果が出ます。
能力値を使って判定をする時は、『能力値の何倍以下の数字が出たか』で判定をします。
特に何もない時は、『能力値の5倍以下』で判定してもらうのが標準難易度です。
今回は特に難しい状況なので、1倍以下ということで……。 
　
菊子　　：（計算して）16以下？　無理だよ。（ころころ）無理無理無理、地方予選だけ。
キーパー：じゃ、県大会入賞。（ころころ）6位。
菊子　　：すごいすごい、頑張った頑張った。……でも競争相手は少ないんだよね、きっと。（笑）
　
　
ＳＣＥＮＥ　１：　非日常への扉
　
キーパー：10月19日火曜日からのスタートです。まず……麻希ちゃん。
麻希　　：うい。
キーパー：朝、2年2組の教室で「麻希ちゃん、おはよー」と、ノンビリした感じの女の子が近寄ってきます。
麻希　　：クラスメイトですか？
キーパー：クラスメイトです。お名前は榎本奈月さん。席は離れているけれど、何となくお互い通じるものを感じていた子ですね。（笑）
澄子　　：嫌だな、それ。
麻希　　：おはよー。
キーパー：彼女はあなたの前の席に腰掛けつつ「麻希ちゃんさ、夜とかって家を出てきても大丈夫な人？」と、聞いてくる。
麻希　　：――ＯＫ。夜と聞いた時点で目を輝かせよう。（笑）
菊子　　：何でそんなに乗り気なのー！？
キーパー：「折り入って相談があるのですよ。やりたいことがあるんだけど手が足りなくて、協力者を募っているのです」
澄子　　：……もしかして、ＵＦＯを呼ぶのに手が足りないとか……。（←今回はトンデモ編だよ、とあらかじめ予告していました）
キーパー：「今日はお昼をご一緒しましょう。その時にイロイロと、膝突き詰めてお話ししようではありませんか」
麻希　　：わかった、じゃ、お昼。――ちょっと怪しいなーと思いつつ、興味津々です。（笑）
　
キーパー：次、澄子ちゃん。
澄子　　：はい。
キーパー：同じ日です――10月19日。早速ですがPOWの判定をして倍率を教えてください。
麻希　　：POWってなんかやだよね。
澄子　　：（ころころ）2倍です。
　
【POWについて】
他のシステムにあまりみない能力値、『POW』。
端的にいうと『意志の強さ』ですが、むしろ『超自然的なものへの耐性』が近いかもしれません。
霊的・魔術的なものに気づいたり、抵抗したり、使いこなしたりする能力です。
これが高いと正気度（SAN値）が高く、発狂しにくくなります。 
　
キーパー：では1時間目の休み時間。――あなたは廊下側の一番後ろ、空いているはずの場所に机があることに気づきます。澄子ちゃんの席は前だったよね、真面目に授業を受けているからって。
澄子　　：うん？　特に転校生なんていませんよね。
キーパー：いません。
澄子　　：じゃ、隣の子に聞いてみる。あそこにあんな机、あったっけ。
キーパー：その子は「えっ？」って感じであなたを見て「これ石沢君の席だよ」と言う。
澄子　　：その名前に心当たりはありますか？
キーパー：POWで16に対して対抗判定をしてください。（笑）
澄子　　：なんで対抗判定なんだよー！？　頑張ります～。（ころころ）お、17だ。机に勝ったぞ！（笑）
キーパー：なら、そう言われてもいまいちピンとこない。
澄子　　：んー……？
　
【対抗判定について】
誰かと何かを競う場合、互いの能力値から目標値を算出し、能動側が判定をします。
計算の式は『（能動側能力値－受動側能力値）×5＋50＝目標値％』で、
今回は『（11（澄子のPOW）－16（相手のPOW）×5）＋50＝25％』となります。
……とはいえいちいち計算するのは面倒なので、目標値は専用の表を用いて出しています。 
　
キーパー：そんなことをしていると、授業の始まる耳障りなベルの音がします。あなたは自分の席に着く……よね？
澄子　　：ま、そりゃ、着かなきゃでしょうね。
キーパー：と、さっきの席に見知らぬ男の子がついている。
澄子　　：見たことある人ですか。
キーパー：『いまいちピンときません』ね。（笑）
澄子　　：嫌だなあ。彼は溶け込んでいるんですね。真面目に教科書とか広げてますか？
キーパー：はい。今は古文の授業中で、彼もみんなと同じ教科書を広げています。古文の先生は席順で指名しながら訳させていくんだけど、「次、石沢」と普通に指名して、彼は「はい」って普通に答えている。
澄子　　：えええー！？　……怪しい。
キーパー：そりゃ、ここで何の疑問も抱かなかったらキーパーも困ります。（笑）
麻希　　：ぶっちゃけんなー！
澄子　　：ちなみに、朝の出席の時には石沢君は呼ばれてたんですか？
キーパー：さあ。朝のホームルームも1時間目も違和感はなかったよ。普通にいたんじゃない？
澄子　　：いちいち聞いていないかもしれないしね……でもなんか気になる。2時間目と３時間目の休み時間に菜穂ちゃんにお話をしよう。
　
【ＮＰＣ紹介：1】
「菜穂ちゃん」とは第5話のメインＮＰＣだった佐藤菜穂のことです。
微弱な霊感体質で、オリエンテーリング部に時折顔を出すこともあり、
『話の理解してくれるお友達』として度々登場します。 
　
キーパー：菜穂ちゃんは受験勉強真っ盛りで疲労していますが、それは普通の光景かな……。エンジンのかかりの早い人と遅い人の差が出る時期だと思うし。
澄子　　：石沢君はまだそこにいますか？
キーパー：いますね。
澄子　　：菜穂ちゃん、お疲れのところごめんね。
キーパー：「ああ、大丈夫。そんな疲れてないよ。次の時間は内職できるからいいよね」
澄子　　：計画的だ、頑張っている。――そこに座っている石沢君って……前からいたっけ？
キーパー：「……澄子ちゃんどうしたの？」（笑）
菊子　　：巻き込んじゃえ、巻き込んじゃえ～！
澄子　　：声をひそめて、1時間目の休み時間が終わった時に、あの机が今までなかったのにあったような気がしたの。私、そんな人いたかなって感じがするのね。彼がいることがピンとこないっていうか。
キーパー：「私は別にそんなことなかったよ……」
菊子　　：ここで誰かがさ、『副島さんって石沢君とつきあってたんじゃなかったの？』って言われたら嫌だよね。
麻希　　：それでいきましょう。（笑）
澄子　　：私が今まで興味がなくて、っていうだけだったらいいんだけどね。でもなんか怪しいんだ！
キーパー：「それで、澄子ちゃんはどうするの」
澄子　　：……知らなかったことにしちゃおうかな？
　
キーパー：で、お昼です。菊ちゃん達はアルジャーノンとお弁当を食べているけれど、彼女の口数はいつもより少ない。食欲もないっぽいね。
　
【ＮＰＣ紹介：2】
菊子と一緒にお弁当を食べている「アルジャーノン」は陸上部繋がりの菊子のお友達で、
うわさ話を聞きたい時等に登場する、霊感ゼロの女の子です。
　
菊子　　：どうしたの、新しい迷路に行き詰まっているの。
キーパー：「別に……何でもないよ」……と、彼女はそれ以上は何も言わない。
菊子　　：そう、じゃ、行き詰まったら私もごほうびあげるからね、って言っておく。
　
キーパー：麻希ちゃんは教室の隅っこで机を４つ固めて島にして、奈月の他に同じクラスの藤田さんと隣のクラスの高遠さんって子と一緒にお弁当を取ります。彼女らは中学からの同級生のようですね。――で、奈月曰く、「今週の土曜日に宇宙人を呼び出す儀式をしたいの」と。（笑）
麻希　　：……宇宙人？
キーパー：高遠さんは「遊びだよ、私はあまり信じていないよ」と。奈月は「でもね、こーいうことはやってみることに意義があるんだよ」
麻希　　：まったくその通りだ！
キーパー：「この宇宙には、何千何百という宇宙人がいるんだよ！　そして宇宙人とはお友達になれるんだよー」って。（笑）
麻希　　：ブラザーだ！（←そういう映画があるらしい。『ブラザー・フロム・アナザー・プラネット』かな）
キーパー：奈月一人が盛り上がってて、あとの２人はつきあわされているようです。で、麻希ちゃんどうする？
麻希　　：こんな面白そうなこと、行かないわけないじゃないですか！（笑）
キーパー：了解。あ、内容は珍しいものでもないようです。集団で懐中電灯を持って空に向けて振る、みたいな。
澄子　　：それだけ？
キーパー：「場所は冥土山のてっぺんくらいがいいんだろうけど、高いところでいいのなら学校の屋上とかで」とか言っている。
麻希　　：……場所についてはつっこまないことにしよう。
　
　
ＳＣＥＮＥ　２：　ファースト・コンタクト――菊子編――
　
キーパー：というわけでその日の放課後。菊ちゃん、放課後は何してる？　部活はもう引退しているけど。
菊子　　：ヒマだから、澄子さんのところにお茶を飲みに行く。
キーパー：ヒマなんかい。受験勉強は？　センター受けるの？
菊子　　：センターは受験科目に使えるから便利かな、というくらい。志望は私立文系、または地元短大。最近は受験対策として『マンガで読む日本史』とか『あさきゆめみし』を読んでいます。
キーパー：お、遅いね……。ちなみに澄子ちゃんと麻希ちゃんはどうしています？
澄子　　：基本的に図書室にいて、息抜きがしたくなると部室に来てお茶を飲む。
麻希　　：オカ研で、熊谷君とＵＦＯ論でも語ろう。（笑）
　
【ＮＰＣ紹介：３】
「熊谷君」は、第７話に登場したオカルト研究会部員の男の子。麻希と唯一の同年部員です。
……全員が違う部活に属していることもあり、いつの間にかフレーバー的なＮＰＣが
だいぶ幅をきかせるようになってします。出す気はなくても登場させられてしまう……。 
　
キーパー：ああ、熊谷君は宇宙人を呼ぶ方法論なんてナンセンスだという自論を熱く語ります。「地上の些細な動きに呼応してくるような奴らなら、最初からこの地球上は宇宙人だらけだよ」
麻希　　：全くだ。
キーパー：「宇宙人だらけだったら、今更呼ばれたくらいでくるはずがないでしょう」
麻希　　：じゃ、どうしたら呼べるの？
キーパー：「呼ぼうという考え自体が間違っている。日頃から目をあけてよく見ることだ」と彼は言います。「呼ぶのではなく見つけることが重要だ。手がかりのあるところに自分で行き……」等々。
澄子　　：……心当たりのありそうな話だなあ。
キーパー：さて、時間を進めて午後5時です。菊ちゃんは帰りがけに、図書室で借りていた本の期限が切れていることに気づきます。――図書室に行く、でいい？（笑）
菊子　　：はーい。
キーパー：ありがとう。――で、菊ちゃんが図書室に入ると誰もいない。ただ、奧には時間も忘れて没頭している澄子ちゃんがいます。
澄子　　：おや、お勉強に熱中しているのか。
菊子　　：受験生だぁ。（笑）
澄子　　：君もだろう！（笑）
菊子　　：入ってすぐにカウンターがあるだろうから、本の延長手続きをしようかな。
キーパー：カウンターには今誰もいませんが、司書室に続くドアがちょっと開いていて明かりが漏れている。磨りガラス越しに司書さんの頭が見えます。
菊子　　：じゃ、コンコンと。すいませーん。
キーパー：（意味ありげに）……と、行こうとするとだな。（笑）
菊子　　：何だ何だ～？
キーパー：磨りガラスの向こうにはアルジャーノンと司書さんがいる。あなたがドアに手をかけた時……<聞き耳>してください。
菊子　　：45％ある。（ころころ）73。あれ？
澄子　　：今日はだめねえ。
キーパー：アルジャーノンの口からぶつぶつと何かが聞こえる。いつものアルジャーノンと違う声です。そして彼女に相対する形で司書の人さんが。アルジャーノンは湯呑みを持っているんだけど、そこからはこぽこぽという音と青い煙が……。（笑）
菊子　　：ちょっと待て！　そーっと開けて覗く。おばちゃん何者だよ！？
キーパー：自分でもびっくりするくらい大きな音が響いて戸が開くと、嗅いだことのない異界な香りが。同時にアルジャーノンは『それ』を飲み干す。（笑）
菊子　　：がばっと開ける！
キーパー：アルジャーノンの口のはじから青いものがたらーっと一筋……。
澄子　　：いやーっ(>_<)ヽ
キーパー：司書のおばさんの指だけがにゅうっと伸びていて、アルジャーノンが持つ湯呑みを支えている。
澄子　　：ああ、腕はそのままなのね。……いやあああああああっ。
キーパー：正気度チェックをお願いします。――菊ちゃんは今SAN値50だね。
菊子　　：半分ですか。（ころころ）13。
キーパー：では、SANは減りません。が、気がつくとあなたは1階の玄関にいます。
菊子　　：え！？
キーパー：息切れがしているので、多分防衛本能が働いてここまで逃げてきたんだろう。
　
【正気度（SAN値）について】
キャラクターが、超自然的現象を目の当たりにした時にする判定が『正気度チェック（SANチェック）』。
判定に成功＝恐怖に耐えた、あるいは恐怖から自分の精神を守ったことになります。
現在の正気度を目標値（今回の目標値は50）にd％の判定をします。以下が出れば成功です。
今回の場合、菊ちゃんは『逃亡』という形で恐怖から我が身を守ったというコトで。 
　
菊子　　：う……図書室戻るよ。アルジャーノンやばすぎるって～！
キーパー：図書室に戻ると、アルジャーノンとは図書室近くの廊下で会います。特に変わった様子はないですね。――「あ、菊ちゃん？」
菊子　　：あ……。あれ、あれ、あれ？
キーパー：「一緒に帰る？　待ってようか。本、返すだけなんでしょう」
菊子　　：じゃ、ちょっと待っててもらえるかな。今手続きしてくる。
キーパー：「うん」
澄子　　：……こー、内部から侵入して中から増える系の生物かなあ。
菊子　　：ごぽごぽの青いのが怪しい。図書室はさっきと変わりはない？
キーパー：ないですね。澄子ちゃん、勉強をしていたら扉が乱暴に開く音がして、ダダダダタってものすごい足音が遠のいていった。……で、しばらくしたら菊ちゃんが入ってきたよ。
菊子　　：……まずは司書室を覗こう。
キーパー：司書室は誰もいない。扉の鍵は外れていて、電気はつけっぱなしです。
菊子　　：「失礼しまーす。先生～」と戸を開ける。においは？　湯呑みは？
キーパー：においはしない。湯呑みはある。<目星>してみて。
菊子　　：<目星>は57。（ころころ）――01、やっとチェックがついた！（笑）
　
【技能判定について】
キャラクターが持っている技能を使う時は、技能判定を行います。
例によってd100の％判定で、以下が出れば成功です（今回の目標値は57）。
<目星>は捜し物をする時や異常に気づく時に使う技能で、かなりよく使います。
判定に成功すると『チェック』がつき、セッション終了後に技能値の成長判定ができます。
ちなみに00は常に失敗、01は常に成功です。 
　
キーパー：では、何もないように見えたんだけれど、湯呑みの下に青いものが残っていた。においはしない。触る？（笑）
菊子　　：戸を開けたままにして、澄子さんを呼ぶ。
澄子　　：……な、なんですか、菊ちゃん。
菊子　　：あのね、さっき司書室に来たら……と見たことを言う。先生の手が伸びてこんなんで、お茶碗こぽこぽで。
澄子　　：えーっ。えーっ。
菊子　　：で、そのお茶碗についているのが今ここで。
キーパー：と、ガララッと図書室の扉が開く音がして、誰かが入ってくる音がします。
菊子　　：放っておく。――とりあえずこの青いものを見てくれない？
澄子　　：押さえます、証拠物件。
キーパー：司書室の戸が開いて、司書さんが入ってきます。「返却手続き？」と。
菊子　　：あ、あのっ、ええとっ、延長なんですけどっ。
キーパー：彼女はしばらく目を細めてあなたを見ていますが「延長ね。じゃ、こっちのカウンターにどうぞ」と。
澄子　　：私はその間に、何事もなかったかのようにこっそり湯呑みをしまいます。
キーパー：それは無事に<隠す>ができるかどうか。技能ないみたいだから、基本値15で判定を～。
澄子　　：いい目出ろよー。（ころころ）お、12。成功だ！
菊子　　：すごいすごい。
キーパー：司書さんは延長手続きをしてくれますが、手元の貸し出しカードを見て「香取……さん？　お茶でも飲んでいかない？」と。
澄子　　：目をつけられている！　きゃーきゃーきゃー！　青いお茶ー！（笑）
菊子　　：「今日はちょっと……っ、塾があるのですいません、失礼します！」と。アルジャーノンはまだ待っててくれてますか？
キーパー：うん、待ってたよ。そんなに長い時間かかってなかったから。
菊子　　：図書館から離れてからアルジャーノンに……司書の先生と何を話していたの、ってだけ聞く。
キーパー：「あたし図書委員だし、お茶もらってしゃべっていただけだよ」
澄子　　：……むしろそのお茶がねえ……。
菊子　　：お茶ってどんなのが出るの？
キーパー：「え、何だろあれ。……玄米煎茶？」
澄子　　：緑と青じゃだいぶ違うんじゃないかなあ。しかも先生ゴム人間だし。
キーパー：アルジャーノンの態度には、いつもと違う感じは特にしませんね。
菊子　　：むしろ私の聞き方の方が怪しいわ。（笑）
澄子　　：司書の人は、年の頃はおいくつなんでしょう？
キーパー：印象としては30代後半～40くらいかな。いつもエプロンをしていて、髪は付け根辺りで一つに結わえてある。あなた達の入学前からいたのは間違いないです。
菊子　　：基本装備ですね。
キーパー：名前は……知識ロールでわかるかな、２人とも。
澄子　　：（ころころ）成功。21。
菊子　　：（ころころ）07。
キーパー：お名前は鶴巻さんといいます。下の名前はわからない。
　
【知識ロール】
『EDU×5』が『知識』の数字になります。菊ちゃんは60、澄子ちゃんは80が目標値です。 
　
キーパー：この後、何かします？　時間は5時半過ぎで、2階の定時制用教室まわりが明るいだけ。暗い廊下に非常ベルの赤いランプがぼーっと浮かび上がっている。
澄子　　：いやあああっ。早く図書室から離れたところに行きたい！　生徒玄関を……出ていいのか？　単独行動でいいのか！？　怖い～！（笑）
麻希　　：確かに……。
澄子　　：電話をかけます。相手は麻希ちゃんです。（笑）
キーパー：いきなりいくかー！？　麻希ちゃん、携帯はマナーモードですか、電源を切ってますか？
麻希　　：マナーモードです。
キーパー：じゃ、話に興じている時に電話に気づくかどうかを幸運ロール。
麻希　　：（ころころ）失敗だよ。留守電にはしていないから着信だけ。
澄子　　：麻希ちゃんの行動パターンはどのくらい予想できるだろう。オカ研の電気がついているかどうかはわかる？
キーパー：プレハブ長屋のどこかに電気がついているのはわかる。
澄子　　：こんなの持って帰りたくない～。プレハブ前まで行ってみましょう。
キーパー：あ、じゃ、熊谷君と麻希ちゃんが熱く語る声がする。（笑）
澄子　　：ダッシュで行きましょう。麻希ちゃああああああああん！
麻希　　：あ、先輩、こんにちは。
澄子　　：こんにちは。あの、あなたに託したいものがあるの。
麻希　　：唐突ですけど、何でしょう。
澄子　　：これです。あのね、この湯呑みの中を見て。
キーパー：湯呑みの真ん中辺りに、青色のものがこびりついています。
麻希　　：何ですか、これ？
澄子　　：ああああっ、触らないように！　――とりあえず、菊ちゃんから聞いた話をしましょう。
麻希　　：へええええ！(はあと)
澄子　　：なぜそこで嬉しそうなんだ？
麻希　　：嬉しそうに見えますか。あれ？　隠したつもりだったんですけど……。
澄子　　：全然隠されていないから。
菊子　　：私、玄関でアルジャーノンと別れた後に、公衆電話から。澄子さん澄子さん。
澄子　　：もしもし？　菊ちゃん？　今、オカ研にいます……。
菊子　　：あ、じゃ、これから行くね。今アルジャーノンと別れたところ。
キーパー：じゃ、ほどなく菊ちゃんも合流します。熊谷君も興味津々。
菊子　　：見たことを細々と覚えている限り言うよ。先生の指がこれとか、お茶に誘われたとか、なんかちょっと怪しいとか。
キーパー：熊谷君が「今度、先輩がお茶をもらえばいいんじゃないですか？」と。
菊子　　：嫌だよ。君がもらえば？
麻希　　：でも、今の話を総合すると間違いなく見られていますよね。
菊子　　：うん。間違いなく目星をつけられたって感じ。
麻希　　：なら、せっかくだからいただいたら？（笑）
菊子　　：とりあえずその湯呑みさ、ビニールとかに包んでおいた方がいいかも。
澄子　　：タッパーとかに入れて蓋をしておくのがいいかもしれないね。
麻希　　：触ってみればわかるかもしれないですね。（うずうず）
澄子　　：麻希ちゃん……？　おい、やめなさい！
麻希　　：（人差し指を１本出して）みにょ。（笑）
菊子　　：みにょって何、みにょって何！？
キーパー：指についた青いものは、すうっと指の腹に染み通っていった。――なくなっちゃった。（笑）
菊子　　：指に！？　浸透性！
麻希　　：浸透……しちゃいました。すごいですよ、これ。
澄子　　：う、うん、ある意味すごいね……。何ともない？　何かばりばり食い破って出てくるみたいな感じとか。
麻希　　：何ともないですよ～。
　
その日はそれで終わり、以後数日は何もない日々が過ぎます。
アルジャーノンも麻希も変化はなく、石沢君も普段通りのようで、
事件らしい事件といえば、３日後の22日に菊子と司書の先生がニアミスした程度でした。 
　
キーパー：菊ちゃん、22日の放課後だいぶ暗くなった帰りがけ、普通教室棟から玄関に続く廊下で「香取さん」と声をかけてくる司書のおばちゃんがいます。（笑）
菊子　　：え。な、なななななんでー！？　呼ばれればしょうがない、振り返ります。
澄子　　：きゃ。菊ちゃん拉致られるのかしら。
キーパー：あなたと彼女との距離は約３ｍ……ってのはどうでもいいことだけど。重たそうに本を抱えた司書の鶴巻さん。（笑）
菊子　　：う。う……。何でしょうか。
キーパー：「今ちょっとあいてる？」
菊子　　：これから帰るところなんですけど……。
キーパー：「そこに2冊落ちちゃって」本は鶴巻さんの後ろ、あなたから少し離れたところに落ちています。「ちょっとそれ図書室まで一緒に持ってきてくれないかなあ」
菊子　　：あ。ああああああ……。「はい……」とりあえずその2冊拾うか。
キーパー：普通に図書室に入ると電気はもう消されています。「そこのカウンターに置いてくれればいいから」
菊子　　：その前に、普通教室棟の電気は全部消えちゃってますか？
キーパー：１つついてました。中は無人だったみたいです。
菊子　　：微妙……。
キーパー：「ありがとう、お茶でも飲んでいかない？」
菊子　　：うわ、うわっ。「いや、今日はいいですっ、すいません。じゃあ失礼します～」たったったったった。
キーパー：「あ、香取さん」――と、ここでDEXで対抗判定でもしましょうか。（笑）
菊子　　：DEXあんまりないんですよー。10なんだけど。
キーパー：じゃ、40％以下で。
菊子　　：インプラントされる～。（ころころ）33！　聞こえないふりして走り去る。速攻家まで帰ります。
キーパー：はい。ＯＫです。
　
　
ＳＣＥＮＥ　３：　ファースト・コンタクト――麻希編――
　
土曜日は補講の日。そして、麻希が奈月と『約束』をした日でもあります。
この日は図書室は開いていないのですが、菊子は澄子に協力を頼んで図書室に無断侵入。
司書室を調べ回ったのですが何もなく、〈目星〉にファンブルして花瓶を壊しただけで終わりました。 
　
キーパー：10月23日土曜日の夜中、麻希ちゃんは奈月との約束があります。ちなみに集合時間は11時ね。
菊子　　：すごいね、高校生。
キーパー：セコムの入っていない扉から校内に侵入します。メンツは３人集まっており、「よく来てくれました～」って感じで奈月は大喜び。
麻希　　：うん、それはもう！
キーパー：奈月以外の２人も夜の校舎に入ったのは初めてらしく、懐中電灯を照らして楽しげにしています。
麻希　　：なら問題ないね。できれば外に光が漏れないようにしてほしいものだ。（笑）
キーパー：大きなシートを用意していて、屋上でがーっと広げると、そのシートの上によくわからない記号がたくさん書いてある。大きめの懐中電灯を渡されて「そこのスーパーのカンバンの電気が完全に消えたら始めようね」って。
麻希　　：なるほど。うん、わかった。
キーパー：えーと、時間は12時頃。懐中電灯を頭上に降りながら……こういう時って何て言うんだろうね。
菊子　　：名前を呼びかけるんじゃない？　『アレックスさん、アレックスさん聞こえますか』とか。
キーパー：じゃ、そんな感じの言葉を唱えつつ、「ここから目を瞑ってね」って言われる。目を瞑る？
麻希　　：薄目を開ける。（笑）
澄子　　：いいですねー。
キーパー：じゃ、最初は何も起きないんですけど、奈月の振り回している手の辺りに青い粒子のようなものが渦巻きながら集まっていくのが麻希ちゃんには見えた。
麻希　　：あれー？　他の人は目を閉じていると思われるので、ちょっと目を開けてみる。
キーパー：では、かなり大きな光が奈月の中に入っていくのが見える。……と、思ったら光は消えた。SANチェックしてみてください。
麻希　　：とうっ。（ころころ）成功。危なかった。
キーパー：なら何もない。しばらく続けているんだけど、じきに奈月はそれをやめる。他の２人もそれにつられたようにやめる。何となく言葉が止まって何となく目を開ける。「……来ないね。何かあった？」
麻希　　：……言っちゃおう。何か青白く光るものが見えた、ような気がするよ。
キーパー：「えーっ！」と奈月が叫ぶ。２人は胡散臭そう。「何それ。どんなの？」
麻希　　：手の辺り。一瞬で
キーパー：「麻希ちゃんの？」
麻希　　：……。
キーパー：「何でそこで言いよどむの？」
麻希　　：奈月ちゃんの。さっき、ちらっとだけどね。
キーパー：「えーーーーーー♪」
澄子　　：嬉しそうだな。
キーパー：高藤さんが、「気のせいじゃない？　そうじゃなかったら……今、どこかにいるってコト？」
麻希　　：そう思うのが自然でしょうね。
キーパー：さすがに２人はちょっと気味悪げな感じです。でも奈月だけは変わらずで「え、でも何もないよねえ。何か視えるようになったかなあ、あたし」とか言いながらきょろきょろしている。
麻希　　：私達と彼らとでは考え方も価値観も違うから、今すぐに何かしてくるということはないのかもしれないし。
キーパー：「じゃ、これから何かあるかもしれないんだよね♪」
麻希　　：もちろん♪
キーパー：と、しばらくしゃべっていますが特に変化もなく、今日はとりあえず帰ろうかという話になります。
麻希　　：了解。
キーパー：時間は深夜。麻希ちゃんは自転車でお家に帰って、家の人に気づかれないようにそっと玄関を開けようとしますが、その時マナーモードにしていた電話が突然鳴る。
麻希　　：うひっ。急いで出ます。
キーパー：電話の向こうからは「サーッ」という砂嵐のような音が。
麻希　　：もしもーし？
キーパー：「モシ……モシ？」と、低めのたどたどしい声がします。性別は不明、聞いたことのない声です。
麻希　　：明らかに怪しいな。――（あえて明るく）どちら様ですか？
キーパー：「呼ばレ――ましタ。貴方ガ――呼ンだ――方でスカ？」
麻希　　：………………もう一度聞いてみるよ。どなたですか？
キーパー：「貴方ガ――呼ンだ――方でスカ？」
麻希　　：……ハイって答えそうだ。（笑）
澄子　　：違うって答えた方が安全だけど……。
麻希　　：もしかして？　あ、そうですそうです！（笑）
キーパー：「そうデ――スか。この度ハ――ありガトうごザ――イます」とその時、電話口からにゅるるっとした生暖かいものがあなたの耳の中に流れ込んできます。（笑）
澄子　　：うひゃ～。
麻希　　：それは……見えませんけど感じるんですね。
キーパー：そのままSANチェック。
麻希　　：よっ。（ころころ）04といってみた。
キーパー：ならば順応した。
麻希　　：そっちの方が嫌かもしれないーっ！（笑）
菊子　　：待ちに待った状態が来た。
キーパー：にゅるるっとしたものが頭の中に染み渡った。そして体が軽くなり、さっきまで感じていた深夜の寒さも感じない……というか気にならない。そして指先から青い色の何かが湧くように出てきて、そのままぼとっと落ちた。
澄子　　：うわっ。
麻希　　：それを拾い上げてみたい。こないだの湯呑みに入れて保存しておきたいな。
キーパー：はい。拾い上げてみた。――あなたはそれをドブに捨てている自分に気がついた。
菊子　　：あれ。操られている？
麻希　　：あ……捨てちゃっ……た。まあいいか。（笑）
　
麻希は翌日曜日に奈月を呼び出し話を聞きますが、特に変わったことはない様子。
それ以外の行動宣言はなく、時間を次の週にまで進めます。 
　
キーパー：10月25日月曜日。奈月もちゃんと登校していますが、少しぼーっとした感じです。麻希ちゃんに「放課後、ちょっとつきあって～」と声をかけてくる。
麻希　　：うん、いいよ。
キーパー：麻希ちゃん。頭の中がざわざわして、じきに一つのイメージになっていっているみたい。（笑）
澄子　　：乗っ取り開始？
キーパー：で、自分のすることはコレだ、授業なんて進学なんてオリエンテーリングなんてどうでもいいんだって気持ちになります。
菊子　　：オカルトも？
キーパー：うん。オカルトも、――ってところでこんな自分は自分じゃないって気もするんだけど、いやこれでいいっていう強固なメッセージが頭の中に。
麻希　　：どんなメッセージかはわかる？
キーパー：何かをしたい衝動ですね。はっきりしないんだけど、殖やさなきゃとか育てなきゃとか……。（笑）
菊子　　：うわーっ！
麻希　　：ほほう、なるほど。じゃ、そんな感覚と共存しながら。
澄子　　：面白がってそうだね。
麻希　　：抵抗しようとは考えないような気がする。変だなとは思うけど。
キーパー：抵抗するならPOW対抗判定するんだけどね。1時間目の休み時間、麻希ちゃんのところには奈月が苗の入った小さなポットを持ってきます。細くて薄い葉っぱが10枚くらいついている。「はい」って渡されて手に取ったら……『コレダ！』と頭の中で何かが共感する。『これを育てなきゃー！』
麻希　　：な、なるほど。じゃ、ありがとうって受け取る。
キーパー：ふと見ると、藤田さんの机の下に同じ苗が。（笑）
麻希　　：同じように足元に置いておきます。
澄子　　：見た目は植物の宇宙人なのかなあ？
麻希　　：いや、幼い頃は植物の宇宙人なのかも。
　
　
ＳＣＥＮＥ　４：　ファースト・コンタクト――澄子編――
　
キーパー：澄子ちゃん、同じ日の３時間目の自習時間です。石沢君はいません。菜穂ちゃんがあなたのところに来て「まだ変な感じはするの？」って。
澄子　　：するんですよね？
キーパー：します。菜穂ちゃんもあれ以来考えたらしいんだけど、やっぱり石沢君は最初からいたという感覚しかない。で、彼女はそれを申し訳なく思っているみたい。
澄子　　：別にそれは気にしなくてもいいんだけど。菜穂ちゃんは特に何もないんだよね。
キーパー：何事もなく学生生活を送っているようです。
菊子　　：いいなあ……。
キーパー：そして、授業が終わるちょっと前くらいに菜穂ちゃんが「お手洗い行かない？」と。混み合う前に行きたいらしい。（笑）
澄子　　：ああ、いいよー
キーパー：授業があと10分くらいで終わりそうな時に廊下を歩きます。……ちょっと<目星>を振っていただけますか？
澄子　　：（ころころ）はい、成功。
キーパー：はい。では３階の廊下の窓から、あなたが外をふっと見ると石沢君みたいな人影がここにしゃがみ込んでいる……というかうずくまっているのが見えます。
麻希　　：石沢さん、地面から生えていました、とか。（笑）
澄子　　：じゃ、菜穂ちゃん、ちょっとちょっと。……あれって石沢君？
キーパー：「あれ？　そうだね」
澄子　　：具合、悪いのかなあ。
キーパー：「そ、そうだね。やばくない？」よく見ると、しゃがみこんだ状態で壁にもたれているって感じで、顔も伏せている。
澄子　　：えーっとお……。
キーパー：「行かなきゃっ」って言ってから菜穂ちゃんはハッと気がついたらしく「……どうする？」と。（笑）
澄子　　：ど、どうしよう。普通は行くよね。……では、こうしましょう。保健室に行って保健室の先生を連れて行く！
キーパー：保健室に行くと生徒が一人寝ているだけで、先生はいません。
澄子　　：その人は眠っているのかな？　すいませーん、とそんなに大きくない声で言ってみます。
キーパー：「は、はい……？」とか細い女の子の声がする。
澄子　　：お休み中すいません、先生がどこにいったかわかりませんか？
キーパー：「あ。さあ……」
澄子　　：すいませんでした。しょうがない。行きましょう。
キーパー：……プレハブ長屋や大きな木があって物陰になっている場所ですが、石沢君がお腹を押さえたまま、横倒しな感じで倒れている。
澄子　　：遠くから大声で呼びかけながら少しずつ近づいていきましょう。――石沢君、大丈夫？　具合が悪いの、どうしたの？
キーパー：菜穂ちゃんは澄子ちゃんの後ろに立っています。<目星>振ってもらえます？
澄子　　：（ころころ）はい、成功です。
キーパー：陰になってはっきりとはわからないんだけど、私服のところに黒っぽい血。すごい量です。で、血なのかな、って思った時に菜穂ちゃんがあなたの服をぎゅっと握って「……みどり」（笑）
澄子　　：えっ！ 　菜穂ちゃん、ここはやっぱり生徒の手には負えないと思いませんか？
キーパー：「負えないと思う……けど、ここに男の子が緑の血を流して倒れてますっていうの？」
菊子　　：手近な教室によって先生を呼んだ方が。
キーパー：その時に石沢君が「……待って」って顔をちょっと上げて手を伸ばします。
澄子　　：うっ、うわぁぁぁぁ、いやぁぁぁっ！
菊子　　：意識あるんすかー！？
キーパー：でもそこからは動けないみたいだから、逃げようと思えば逃げれますよ。
澄子　　：えっ。うっ……。とりあえず教室の方に限りなく近づきながら、逃げの体勢を取ります。そのまま何も言わない？
キーパー：「待って。誰も呼ばないで……」
澄子　　：じゃ、扉に手をかけて、いつでも逃げることができるような状態で、なんで、と。
キーパー：「騒ぎに……なるから……呼ばないで……」呼吸が浅くて、一息ごとに息をついている感じなんだけど。「待って……何か光るものを……光を……」
澄子　　：君はどうしてこうなっているの。納得をしないと手助けはしない。
キーパー：「怪しい者じゃ……ない」と言って彼は咳き込む。（笑）
澄子　　：怪しいよー！
麻希　　：説得力のない言葉だな。
澄子　　：苦しくてもだめ。助けない。君が害意のない生き物だと納得できれば助けてあげてもいいけれど、納得できないから助けない。
キーパー：「どうすればいい……？　助けて……」
澄子　　：君がどうしてここに来て何をしにきたのか、今どうしてこうなっているのかを説明してください。
キーパー：「自分は害意はない。敵を追ってきた。やられた。助けて。苦しい……せめて、光を」一言一言の間の間がだんだん長くなってきています。
澄子　　：うーん……。懐中電灯とかだったらどっかにあるはず。ちょっと待って、ってオカ研の部室に。
キーパー：今は無人のようです。ここは自分のテリトリーじゃないので<目星>で探してもらいましょう。
澄子　　：（ころころ）はい、15。
キーパー：じゃ、すぐに見つかる。
澄子　　：光が届くギリギリまで戻って……光は届かないかな、じりじりじり。
キーパー：あなたが来たのを見て反応して、横倒しのまま顔を上げてあなたを見る。そこで「光……光……」
澄子　　：私もこの子も、他の人も襲ったら許さないからね。
キーパー：「地球人は……襲わない。だから……」
麻希　　：……聞かなかったことにしようかなー。（笑）
キーパー：今の距離は2ｍくらいです。緑色の血がべったりついているのを確認できます。
澄子　　：ひーっ。
キーパー：SANチェックしておきましょう。（ころころ）ちなみに菜穂ちゃんは足がすくんで動けなくなってしまったようです。失敗したので。（笑）
澄子　　：（ころころ）ええと、ちょうどはどうなんだっけ。
キーパー：ぴったしは成功だよ。石沢君は明かりに手を伸ばして受け取ろうとします。
澄子　　：じゃ、そのまま光が体に当たるような状態にしてあげる。「それで足りる？」
キーパー：「助かる……。ありがとう」と、彼は手を伸ばして懐中電灯を取り、しばらくお腹に当てている。そんなことをしていると授業はそろそろ終わりますね。
澄子　　：今、携帯持ってきているかな？
キーパー：どうだろう……。こういう時は幸運度チェックかな。
澄子　　：（ころころ）くっ、だめだった。自力で何とかするしかないか。――ねえ、敵がいるのならここにずっといるのはよくないんじゃないの。
キーパー：「うん……。そうなんだけどねえ」
澄子　　：歩ける？　ちょっと移動しよう。
キーパー：「あ、うん」と、彼はもう普通に歩けるくらいにはなっている。菜穂ちゃんも一緒に行く……つもりではいるらしい。
澄子　　：屋上に行こう。この季節なら屋上は人がいないはず。
　
キーパー：まっすぐ屋上に行きます。あなたのお弁当を菜穂ちゃんが持ってきた。
澄子　　：まあ、食べられたら食べよう。君はお弁当食べるの？
キーパー：「いらない。俺の1日は地球人の1年だから、そう頻繁に食べる必要はないよ」と。――ところで麻希ちゃん。例の３人は何となく集まってお昼をしているんですが……。
麻希　　：じゃ、私も何となく。
キーパー：奈月が遅れてきて「ごめん、追いかけっこしていたら遅くなったよ～」（笑）
澄子　　：うわーっ！
菊子　　：奈月に入った奴かよ。
麻希　　：誰と？
キーパー：「うん。何て言えばいいんだろう。――敵？」と、小首を傾げながら。（笑）
澄子　　：うわあああああ。
キーパー：すると、あなたの頭の中にも情報が満たされます。『相手は捕食者だ、捕まったら喰われる！』（笑）
菊子　　：喰われる……？
麻希　　：了解！
キーパー：で、あなた達は仲良くご飯を食べてください。高遠さんが「結局何も起きなかったね」って言うと、奈月があなたの方を見ながら「何か起きそうだったらじきにわかるよ。ね」と。
麻希　　：うん、そうだね。
キーパー：菊ちゃんは今日はどうします？　オリエンテーリング部に行く？
菊子　　：今日はアルジャーノンとかな。アルジャーノン、今日は変わった感じはない？
キーパー：相変わらず何ともないみたいだよ。
澄子　　：……毒消しだったのかな？
菊子　　：飲んでた奴が？
澄子　　：（麻希を指しつつ）ソレが毒だとしたら。
麻希　　：毒って言われたよー！（笑）
　
澄子　　：とりあえず、私は他に誰もいないことを確認してから、仮名石沢君のお話を聞きたいんですけれど。
キーパー：石沢君は懐中電灯の光のおかげで元気になってから「ありがとう。――このまま借りていてもいい？」（笑）
澄子　　：うん、いいよ
麻希　　：カロリーメイトみたいなもんだな。（笑）
キーパー：彼はどう切り出そうかなーって感じなんですが、「信じてもらえるかどうかわからないけど、って枕詞をつけるのはお約束なんだろうけど……」
澄子　　：ずいぶん日本語慣れしているな、この人。
キーパー：「僕は宇宙人で、地球人を補食しに来ている宇宙人をやっつけにきているんだ」
澄子　　：そいつらの特徴は？　地球人を食べるってどういうこと？
キーパー：「……本当にずいぶんと順応性がいいね、副島さん。助かるけど」
澄子　　：聞くだけだって言っているじゃん。
キーパー：「いや、論点はそこじゃないんだけど、……まあいいや」
菊子　　：すごいなあ、なんか場慣れしているな。
澄子　　：ちょっと哀しい。
キーパー：「彼らはケンタウロス座のシータ星から来た宇宙人。僕はろくぶんき座ガンマ星から来た宇宙人だよ」（笑）
澄子　　：な、何だって！？　えーと……。（と、メモを取る）（笑）
麻希　　：恒星じゃないの、シータ星って？
キーパー：ああ、正確にはシータ星系ですね。……って、メモ取ってもらうのも申し訳ないようなバカっぽい名前ですが。（笑）
澄子　　：……で、そのシータ星から来た奴らは地球人をどうするって？
キーパー：「彼らは地球人を末端組織として自分達の身を増やそうとしているんだ。最終的には地球人を全て自分達の数を増やすための奴隷にするつもりなんだよ」
澄子　　：君達はなんでそれを止めようとしているわけ？　地球人にそんな義理とかないでしょ。
キーパー：「君達にはまだ宇宙協定は知られていないんだね。文明レベルが遅れている惑星には保護協定が敷かれているんだよ。君達は自分で自分の身を守れないから」
澄子　　：遅れているって言われたよー。宇宙刑事みたいなものなのかな。
菊子　　：例えは微妙だけど。
澄子　　：その敵は青っぽいこぽこぽする粘液を出すの？
キーパー：「いや、そんなことはないよ」
澄子　　：三つどもえ？　君が知っている限りでシータ星以外の奴らが来て地球人をどうこうって話は？
キーパー：「いっぱいいすぎてわかんないよ」
澄子　　：そんなにいるんかい！
キーパー：「地球が地球人だけの星だなんて思っているのは地球人だけだよ」
澄子　　：じゃ、司書室で先週あったことを詳しく話してみるんだけど。
キーパー：彼はその話を聞いて「あちゃあ、ブッキング……」って言いますが、「それは心配しなくていいよ、関係ないから」と。
澄子　　：でも地球人に関係あるんでしょう。なんか影響があるかもしれないし。
キーパー：「司書の鶴巻さんでしょう。あの人はあの人で別な星から来ている宇宙人だよ。ちなみにはくちょう座ベータ星人だね」（笑）
澄子　　：あの飲ませたのは何なの？
キーパー：「彼らは体液を他人に飲ませることで記憶を曖昧化されることができたはずだよ。だから勉強に差し障りは出るかな……。はくちょう座ベータ星人は地球人並みにひ弱だから、自衛手段に長けているんだ」
澄子　　：……そのひ弱な地球人に手伝い頼んでいるのはどこの誰なんだ？
菊子　　：地球人以上にひ弱って事だよねー。
キーパー：「あの星は狂った科学者の研究によって滅び、住民は特殊保護政策を受けて各惑星に移住中なんだよ」
菊子　　：待って、じゃ、いつから？　鶴巻さんとしていた時点からいついているってこと？
澄子　　：そうなんじゃない？
キーパー：「僕はその人本人は知らないし、はくちょう座ベータ星人とは仲がよくないから図書室には近づきたくないな」
澄子　　：そいつがシータ星の奴らの仲間になっているとは考えにくいわけね。
キーパー：「さあ……。何せひ弱な民族だから、我が身を守るために何をするかはわからないよ」
菊子　　：じゃ、仲間と思った方がいいね。繋がっていると思った方が。
澄子　　：どうかねえ……。
　
ちなみに現状、登場している宇宙人は３種類です。名前が似通っているので要注意。
・ろくぶんき座ガンマ星人
　澄子のクラスにいた石沢哲成の真の姿。シータ星人を追っている。宇宙刑事？
・ケンタウロス座シータ星人
　正体不明。（石沢君の話では）地球人を奴隷種族にし、自分達の繁栄を目論む侵略者。
・はくちょう座ベータ星人
　図書室司書の鶴巻信世の真の姿。地球人並みの力しか持たず、静かに生活している。 

澄子　　：あ、そういえばシータ星人の特徴を聞いてない。
キーパー：「えーとね……（左の写真を見せつつ）こんな感じに育つ。花が咲いたらそこから種子ができ、それが宿主となって地球人に寄生するんだ」
澄子　　：本株は育っているって事ね。株になっちゃうと、例えば植木鉢ではおさまらない？
キーパー：「植木鉢程度から株分けをするほど根性が座っている連中じゃないね。でも1ヶ月程度で生け垣ぐらいにはなるよ。僕は1週間くらいして治ったら顔変えてまた来るから」
澄子　　：でも、その間にどんどん増えるんじゃないの。
キーパー：「まあね。でもその間の記憶がほとんどなくなるくらいだよ。受験勉強中の人にはちょっと差し障るかなあ。君達乗っ取られても最終的には何とかしておくから」
菊子　　：何とかって、最終的には生命活動を停止させてとかいうんじゃないでしょうね。
澄子　　：それで、私が君に気づいたのは先週の火曜日だったんだけど、その前からここにいたの？
キーパー：「今月頭からいたよ。迷惑をかけるつもりはなかったんだけど、悪いね。――悪いついでにもう1個頼まれてくれないかなあ」
菊子　　：『僕の言ったことは全て忘れてくれないかなあ、えへっ』とか。
キーパー：「対宇宙人用の武器、なくしちゃったんだ。探してきて？」（笑）
澄子　　：ばかーっ！
菊子　　：免許取り立ての新人じゃないの？　役に立たねえなあ。
澄子　　：宇宙刑事の方がこんなに弱いなんていう展開は予想外だったなあ。それで相手の目途はまだ全然立っていないのね。
キーパー：「さっき一人見つけたよ。気になって、後をつけていったら反撃されたけど」
澄子　　：その会った人の名前……名前じゃわからないか。似顔絵とか書けない？
キーパー：「イメージを移すことはできるけど……」（笑）
澄子　　：それって精神汚染っていうんじゃないの！？　SAN値が減る、絶対減る！　絵は描けない？（笑）
キーパー：「通じる自信がないよ」
澄子　　：わかりました。――きなさい！（笑）
キーパー：はい、石沢君の両手があなたの両こめかみに触れます。――SANチェックをお願いします。（笑）
澄子　　：（ころころ）00……。（笑）
キーパー：正気度３点減らしてください、意識が飛びました。次に気がつくと、菜穂ちゃんが「澄子ちゃん、澄子ちゃん、澄子ちゃん！　うわぁぁぁぁぁん！」って取り縋っている。
澄子　　：やっぱりあいつ役に立たないー！
キーパー：彼曰く「うわ、思ったより脆弱……」（笑）
澄子　　：繊細な人間なんだから大事に扱って頂戴。
　
【正気度の減少】
SANチェックに失敗すると（時には成功したときですら）、正気度が減少します。
減り方は、その時に直面している怪奇現象の内容によって様々です。
この数字が小さくなればなるほど、キャラクターは精神の平衡が保てなくなります。 
　
澄子　　：で、石沢君を追いかけた子についてはばっちりわかりました？
キーパー：わかりました。知識ロールしてみてください。
澄子　　：（ころころ）89。
キーパー：では、視覚情報として顔はわかったけど、あなたの記憶にはいない子です。女の子だね。
澄子　　：で、君は反撃できなかったの？
キーパー：「だって武器落としちゃって……」（笑）
澄子　　：どこに落としたんだよ、いつ落としたんだよ、言え！
キーパー：「聞いてくれるのは嬉しいんだけど聞き方が怖いよ、副島さん」
澄子　　：落とした武器ってどんな奴なの？
キーパー：「なくしたのは多分、第2体育館の辺り。外見は、君達のものでいうと小ぶりのドライヤー、色は灰色」（笑）
澄子　　：は！？
キーパー：「それで副島さん……探してくれるの？」
澄子　　：うん。しょうがない。
キーパー：「ありがとぉぉぉぉ。地球人にもいい人はいたんだね、認識改めるよ」（笑）
澄子　　：ちょっと不本意だけど、そうだよって言っておこう。今までひ弱でどうしようもないと思ってた？
キーパー：「うん。地球人はひ弱で無能だけど、優しい人もいるってことがわかった。ありがとう」（笑）
澄子　　：それで連絡取る時はどうすればいいの？
キーパー：「2階の資料室にいるよ。しばらくはそこで療養しているつもり」
澄子　　：……何だ、根城があるなら言ってくれればいいのに。
　
　
ＳＣＥＮＥ　５：　それぞれの行動と思惑
　
キーパー：さて、25日も放課後です。菊ちゃんは何してる？
菊子　　：特に何もないから、オリエンテーリング部に行ってマンガを読んでお茶をもらって5時くらいに帰る。
澄子　　：これから職員室に行ってクラス写真を見せてもらって、石沢君を追いかけた子を特定したいのと、あと、ドライヤー……。落とし物として届けられていないかを聞いて、もし届けられていなかったら彼が行った辺りを探してみようと思う。
キーパー：菜穂ちゃんも帰る気はなくて手伝うつもりみたい。「そういえば、菊ちゃんに、図書館の人の話を教えてあげなくてもいいの？」とは言います。
澄子　　：ああ、そうだね。菊ちゃん気にしていたもんね。でも菊ちゃんは大丈夫かなあ。
菊子　　：何が？　どう？
澄子　　：寄生されていないか。だから誰に話していいのかわからないし。でも菊ちゃん、このままだと司書室に行っちゃうかなあ。職員室に行ってから菊ちゃんのところに行こう。……何て言えばいいんだ？（笑）
キーパー：ではずばっと職員室。
澄子　　：先生に……先生は大丈夫だよな？（笑）
菊子　　：全部疑心暗鬼。（笑）
　
澄子は職員室で先生をうまく言いくるめ、生徒名簿一覧を見ることに成功。
石沢君の遭遇した子が2年生の榎本奈月という女生徒であることを突き止めます。
また、忘れ物置き場をチェックし、ドライヤー型武器がないことも確認しました。 
　
キーパー：次は菊ちゃんに会いにオリエンテーリング部だね。マンガ本に没頭している菊ちゃんがいます。今は部室に誰かのカバンはあるけど、他に人はいない。
澄子　　：やあ菊ちゃん。なんかとっても久しぶりな気がするのは気のせいかな。
麻希　　：昨日会ったばかりじゃないの？（笑）
澄子　　：あれからどう？　特に変わったことは……ないね。
菊子　　：うん。特に何ともなさそうな感じだった。
澄子　　：えーと……。ちょっと捜し物があるんだ。菊ちゃんもヒマだったら手伝ってくれないかな。
菊子　　：いいけど何？
澄子　　：（申し訳なさそうに）ドライヤー……。（笑）
菊子　　：えっ。なんで！？
澄子　　：ちょっと人に頼まれちゃってさ。
菊子　　：普通ドライヤーって落とさないんじゃない？　誰、そんなの落とすまぬけさんは。
澄子　　：うちのクラスメイトなんだけどね。――嘘は言っていないぞ！　色は灰色で、大きさは普通のより小さめで……。
キーパー：（中央に目のある五芒星の図を示しつつ）こんなマークがついているらしいよ。（笑）
澄子　　：怪しいよ！　その模様を見た瞬間こいつ悪だって思うよ！
キーパー：悪じゃないよー、由緒正しいルルイエの封印なのに。
澄子　　：多分、第2体育館から特別教室等の近辺じゃないかと思うんだけど、暗くなる前に探した方がいいかなって。
菊子　　：うん、いいよ。
キーパー：じゃ、その辺一体を<目星>で探すのね。
澄子　　：（ころころ）なんで今日は失敗するんだ……。
菊子　　：（ころころ）成功。
キーパー：はい。ほどなく菊ちゃんが見つけます。外見はコードのついていないドライヤーです。乾電池を入れるケースが開いていて、中は空。単一乾電池が2本入りそうです。（笑）
澄子　　：何ぃ！？　どこまで安直なんだろう。
キーパー：「あった！　ほんとにあったね！」と菜穂ちゃんはハイになっております。
菊子　　：なんか菜穂ちゃんおかしくない？
澄子　　：うん、ちょっとね……。疲れたのよ。（笑）
キーパー：SAN値減った後だしねー。（笑）
　
キーパー：麻希ちゃん。授業が終わると、あなたは何かやり残したことがある感じがして苗を大事に持ったままぼーっとしているんですが、奈月と藤田さんが「行こう」と声をかけてきます。そしてあなたは行かなきゃって気持ちになります。
麻希　　：立ち上がって苗を持って行きます。
キーパー：「あ、それは置いていいよ」
麻希　　：（即座に）置いていきます。机の下に。（笑）
キーパー：人気がなくなった頃、1階の水飲み場前でバケツを「はい」と渡される。
麻希　　：（受け取りつつ）はい。電気室の場所
キーパー：彼女らもバケツを持つ。とんとんとん、と外に出ていって……（地図の一点を示しつつ）この電気室。なぜか奈月が鍵をもっており、それを使ってかちって開けて……その後のシーンは省略させてもらいましょう。
麻希　　：はい。
キーパー：すごく満足している。これが私のしたかったこと！
麻希　　：ん、なるほど。……じゃ、したかったことをして非常に満足です♪
菊子　　：バケツの水は何？　水をどこに撒いたの？　水をどこに撒いたのー！？
キーパー：このシーンはここで切りましょう。あ、奈月から麻希ちゃんへ連絡。こういう外見の生徒がいたら要注意――と、石沢君の外見イメージが脳裏に。
麻希　　：わかりました。
キーパー：奈月は新しい苗の入ったポッドを手に、「じゃ、また明日ね」って。
　
キーパー：今は5時半～6時前くらい。そろそろ学校が暗くなり、人影もなくなっていきます。6時過ぎたら人はほとんどいなくなると思ってください。
澄子　　：玄関が閉まるのは何時くらい？
菊子　　：定時制の人が帰るまでじゃないかな。
キーパー：そうだね。だから結構遅い。
澄子　　：菊ちゃん、今日は用事ある？　ちょっとお茶でも飲んでいかない？
菊子　　：いいけど、どうしたの？
澄子　　：うん、ちょっと……。
菊子　　：なんか怪しいよ？
麻希　　：ほんとにな。（笑）
キーパー：ドライヤー型武器はどうします？
澄子　　：うーん……。資料室ってどこですか？
キーパー：普通教室棟の2階、図書館側の端。
澄子　　：じゃ、2年生の教室の方だね。2年生の教室の明かりは消えていますか？　特に2年2組とか2組とか2組とか。（笑）
麻希　　：あれー？
キーパー：2組の電気はついているよ。でも2組は図書館とは逆向きだね。
澄子　　：じゃ、３階まで上がって遠回りして、資料室に入りたいと思います。辺りを警戒しながら。
菊子　　：そんな澄子ちゃんは何だかとってもおかしいなと思いながらついていきます。
キーパー：菜穂ちゃんも一緒にずいぶんと真剣な顔をしてついていきます。ガラッと戸を開けた時点では誰もいないようだ。
菊子　　：資料室？
澄子　　：うん。入って入って、って閉めて。――石沢君？
キーパー：「副島さん？」　と奧から男の子の声がする。そして窓際から男の子が出てきます。
澄子　　：この子がこれを落としたクラスメイトなんだけど……。冷静に受け止めてはくれないよな、やっぱり……。
麻希　　：たいていの人はね。
澄子　　：見つけてきたよ。中身からっぽなんだけど。
キーパー：「やっぱりね。ちょっと待って」と奧から、単一乾電池のお徳用パックを持ってきて、機器にはめこんでいます。（笑）
麻希　　：それは偽装していると信じたい。（笑）
澄子　　：なんで単一乾電池使ってるの？
キーパー：「単一乾電池で動く奴を選んで買ってきたんだし、なんでって言われても。――うん、これで大丈夫」
澄子　　：それで、これは私が使ってもいいの？
キーパー：「うん、問題ないよ。ちょっと重いけど」と渡されるとずしっと思いです。「それが安全装置、それが強と弱、弱なら人間に当てても大丈夫」と解説など。
菊子　　：怪しいものを見る目で見ている。
澄子　　：あの、で、これが友達の香取菊子さんなんだけど、今一緒に探してもらったのね。
キーパー：「それはどうもありがとう」
澄子　　：彼女は鶴巻先生のことを気にしているので、事情の説明をした方がいいなと思って連れてきたの。
キーパー：「はくちょう座ベータ星人について説明すればいいの？」（笑）
菊子　　：何こいつ。麻希ちゃんみたいな人？
澄子　　：えっと……彼もイロイロ複雑な事情があってね。
キーパー：「君に話した時って実例から先にあったからね……。また腹切るのは嫌だなあ」
澄子　　：切らんでいいわ！　――じゃ、菊ちゃん。ちょっと信じられないかも知れないんだけど……。
　
菊子の反応は、宇宙人と名乗る者への不信感というより忌避という感じで、
とにかく真っ向否定し続けていたのですが、最終的には何とか折れてくれました。
無理させてしまったみたいで……ごめんよ、菊ちゃん。説得した澄子ちゃんもお疲れ。 
　
菊子　　：……いい、わかった。とりあえずコレは自称宇宙人の変な奴でいいよ。
澄子　　：うん。それで、植物っぽいの探すの手伝ってくれる？
菊子　　：うー……。いまち釈然とは全然しないけど、澄子さんと菜穂ちゃんが言うし……。
キーパー：「ありがとう、香取さん」
菊子　　：アレはいいの、どうでも！　言っても仕方ないし！（すっっっごく嫌そう）
　
ここで改めて澄子は、石沢君から聞けることはかたはしから聞き出しました。
シータ星人の特長や確認、ドライヤーの使い方の確認などを。 
　
澄子　　：菊ちゃん、何か聞きたいことはない？
菊子　　：いい！（ものすごーく嫌そう）
澄子　　：紙とシャーペンを出してざっと校舎の地図を書いて、君が探していないところを教えて。
キーパー：彼は地図の数カ所にマルをつけます。購買室の辺り、図書室、校長室、あと理科準備室。主に鍵のかかっている場所だね。
菊子　　：学校の外はないの？
キーパー：「事前調査では校内のどこかだった、そこから移動できないはず」と。
澄子　　：じゃ、やっぱりこの近くか理科室辺りかなあ。
菊子　　：どこでもいーや……。（←投げやり、というより考えたくない？）
澄子　　：じゃ、どうしようか菊ちゃん。今日から探す、明日からにする？
菊子　　：今日でいーよ。理科室にでも行ってみますか。
キーパー：じゃ、行く時に幸運チェックしてみてください。あ、麻希ちゃんも。
麻希　　：（ころころ）だめです。
澄子　　：（ころころ）失敗。今日はだめだ。
キーパー：成功したのは？
菊子　　：はあい。
キーパー：では菊ちゃん、移動する時ふと廊下を見ると、2年2組の教室に何人かが連れ立って入っていったのが遠くから見えました。そのうちの一人が、小さい苗木ポッドを持っています。――麻希ちゃん、あなた達です。
麻希　　：うん、知っている。（笑）
澄子　　：ちょっと隠れよう。
菊子　　：隠れるの？　確かめるんじゃなくて？
澄子　　：これから帰ると思うから、後から尾けるでいいんじゃないかな。
キーパー：「帰るんだったら、生徒玄関はここの窓から見えるよ？」と菜穂ちゃんが。
菊子　　：じゃ、しばし待つ。足音は……ここからじゃ聞こえないか。
キーパー：しばらく待つと、女の子が３人生徒玄関から出ていきます。
菊子　　：さすがに誰かまではわからないよね。
キーパー：麻希ちゃんがいるよ。すごい嬉しそうについていっています。（笑）
澄子　　：……麻希ちゃん、もう仲間っぽいね。
麻希　　：ついていってますよー。
菊子　　：好きそうだよねー。
麻希　　：好きそうだよねって言われた……。（笑）
菊子　　：持っているのは、さっき見たポッドっぽい？
キーパー：うん。石沢君が見て「うわ、もう株分けしているよ……ヤバ」
澄子　　：あの株も本体の芽になるの？
キーパー：「1ヶ月くらいでなるよ。今は大丈夫だけど、アレは本体から切り離された株だから、本体とは別に壊しに行かなければ」
菊子　　：とりあえず、2組行ってみる？
澄子　　：あの人たちは行動を共にするものなんだろうか？
キーパー：それは限らない。けれど本株の世話をしに行くだろうから、一緒か交代かで本株のところに必ず行くだろう。
　
　
ＳＣＥＮＥ　６：　株分け
　
下校していく麻希達を見送った後、澄子と菊子は麻希の教室へ潜入します。 
　
澄子　　：じゃ、2組行ってみようか。
麻希　　：……行かれた。
菊子　　：電気つけちゃえ。べし。
キーパー：では2年2組の教室へ。菜穂ちゃんもついていきます。
菊子　　：変なものはありませんか？
キーパー：じゃ、また<目星>ですね。
菊子　　：（ころころ）04。
澄子　　：（ころころ）84。成功。
菊子　　：それでも成功か。
キーパー：麻希ちゃんの机はわかりますが、そこに葉っぱが1枚落ちているのを見つけた。他にはなさそうです。あと、誰かの机の中に手書きで『宇宙人の呼び方』って書いてある紙が入っていたり。（笑）
菊子　　：麻希ちゃん好きそうだよね、こういうの。
澄子　　：ええと、それをとりあえず読んでみましょう。
キーパー：タイトルは『宇宙人の呼び方』。内容は手書き。そして何月何日、『麻希ちゃんゲット』（笑）
澄子　　：ゲットされてるよー！
キーパー：嘘っこい宇宙人の呼び方が書いてあります。
澄子　　：とりあえず、引き返して石沢君に。こんなことが書いてあったよ、って。
菊子　　：さっきの葉っぱもついでに持って行きますか。
キーパー：石沢君は葉っぱを見て「これだよ」って。「多分、その儀式自体の手順とかは関係なく、呼ばれたということが作用したんだろうね」
澄子　　：じゃ、その時に呼ばれたと思って間違いないのかな。
キーパー：「いや、適度に育った株が宿主を欲する頃にちょうど儀式があった、っていうのだと思う。タイミングがうまく合ったんだね」
澄子　　：じゃ、こういうことをしなければ乗っ取られないと思っていいのかな。
キーパー：「こういうことをしても普通は乗っ取られないんだけど。たまたま近くに株があって、たまたまちょうどいい時にこういう儀式があった。渡りに船」
麻希　　：両者のね。
キーパー：「あとは、宿主がどれだけ活動するかにもよるんだけど」
澄子　　：……すごい活動しそうだよね。（笑）
麻希　　：む、そんな（照）。
キーパー：麻希ちゃん、そろそろこの喜びを誰かに分けてあげたくなったかも。（笑）
麻希　　：当然です。
キーパー：副島先輩とか香取先輩とか、怪奇現象に近い人なら理解してくれるかもしれない……熊谷君も理解してくれる。
澄子　　：どうかな、当事者になりたいかな、彼は。
キーパー：相手の合意がとれた時に近くに連れて行けば大丈夫だ。遮蔽のないところで３ｍくらいかな。そうやって広めなきゃね。
麻希　　：じゃ、広めます。（笑）
澄子　　：石沢君に、君は顔を変えられるのはいつになってから？　と。
キーパー：「1週間くらいすれば体力が戻るかなあ」
澄子　　：そんなに待てるかー！
キーパー：麻希ちゃんがそれまでに何人仲間を増やすか。（笑）
麻希　　：もう増やしたい衝動でいっぱいなんですが。
澄子　　：とりあえず、今日はめぼしいところを探して帰ろうか。
菊子　　：うん……。
澄子　　：でも、鍵ないと入れないんだよね。行くだけいってみようか。
　
菊子、澄子、菜穂は３人でまず購買室に行ってみましたが、手がかりなし。
戻ろうとしている時に澄子の携帯が鳴ります。――麻希からです（笑） 
　
キーパー：ちなみに麻希ちゃんは、正体がこっちにバレているって気づいてないんだよね。澄子ちゃん、携帯鳴ってるよー。（笑）
澄子　　：鳴ってる。ま、麻希ちゃんから……！　どうしよう、出ようか？
菊子　　：出なくてもいいんじゃないかな。またかけ直してもいいし。
澄子　　：そうだね、留守電にメッセージはいるかもしれないし。
キーパー：では、留守電に切り替わります。
麻希　　：（ほどよくわざとらしく）――先輩？　麻希です。
澄子　　：それをリアルタイムで聞きながら。
麻希　　：もしお気づきになられたら、迅速かつスピーディにお返事ください。待ってまあす。
菊子　　：何だかわからないだけに嫌。
キーパー：でも、留守電のメッセージってこんなだよ。
澄子　　：これはどう考えても『お誘い』と見た。用事だけでも聞いておこうか。でも今日これから会うのはちょっと勘弁ね。誘われたら明日の夕方とかにしよう。
菊子　　：今かける？　うち帰ってからの方がいいね。とりあえず資料室に戻って、こんなことがあったよっていうのを石沢君に報告して。
キーパー：「うわあ、なんだか展開早いなあ」って頭を抱えています。（笑）
菊子　　：宇宙人なんでしょ、アンタ！？
キーパー：「うん」
澄子　　：携帯とか君、持ってないの？
キーパー：「あるよ」
澄子　　：早く教えろー！
キーパー：「番号と、あとアドレスも交換しておこうか」
澄子　　：……ありがとう。明日呼ばれる気がするんだけど、君も手伝ってくれるよね。
キーパー：うん。僕の顔はバレているけど、できることがあればするよ。
澄子　　：「接触があったのは麻希ちゃん一人からだから、麻希ちゃんが他の人を全部連れてくるとは限らないでしょう。呼び出される時間を前もって教えるから、君は同じ時間に他の人を引きつけておいてほしいな」
キーパー：「……頑張る」
菊子　　：あまりアテにしない方がいいよ、こいつ。
澄子　　：じゃ、まあ、臨機応変ってことで。菊ちゃんも明日の朝教室に行くね。
菊子　　：うん。早めに来ておこうか。
澄子　　：あ、もう朝練がないから菊ちゃんは早く来ないんだ。早めにお願いします。
　
澄子　　：家に帰ってから、麻希ちゃんに電話をします。――ごめん、電話もらっていたみたいで。どうしたの？
麻希　　：えっとですね、先輩にちょっとお話があるんですよ。
キーパー：ビジュアル的には、自室で電話している麻希ちゃんからカメラを引くと手前にポッドがあって、苗はちょっと大きくなっている、みたいな。（笑）
澄子　　：いやーっ。
麻希　　：司書の鶴巻さんのことなんですけど、あのことについて知っているっていう人がいたんですよ。
澄子　　：え、ほんと？　誰、誰？
麻希　　：……ちょっとここじゃ言えないんですけどね。彼にもイロイロと事情がありまして、人前には出て来れないんです。
菊子　　：“彼”なの？
澄子　　：バレるとまずいの？　麻希ちゃんからでも話してもらえないの？
麻希　　：残念ながら私から話すことはできないんですよ。彼が直接先輩達に話したいって言っているんです。
澄子　　：“達”かよ。でも、明日も授業だよ？
麻希　　：大丈夫。校内にいらっしゃいますから。
澄子　　：生徒？　先生？
麻希　　：ノーコメントです。（笑）
菊子　　：誰だよー？
キーパー：説得力ないねえ。
麻希　　：説得するつもりは最初からないから……。（笑）
澄子　　：もうちょっと具体的なことを言ってくれないと、何が何だかわからないよ。
麻希　　：そう言われると思ったんですけども、それにはやっぱり会っていただくしかないんですよ。会っていただかないと説得力がないんですよねー。
菊子　　：マルチ商法のお誘いみたいだよね。
麻希　　：そのつもりでやっていますから。（笑）
澄子　　：ひとつだけ教えてもらっていい？　鶴巻先生は私達に害がある人だったの？
麻希　　：どうしようかな？　害っていうか、私達の感覚とかかけ離れた考え方を持っていた方です。
澄子　　：そうか。じゃ、放課後なら時間取れるけど……。４時くらいだったらいいよ。オリエンテーリングの部室で待ち合わせにしよっか。
麻希　　：そうですか？　では４時に部室で。よろしくお願いしますねっ。
澄子・麻希：（何となく顔を見合わせて）……。（笑）
キーパー：電話上ではあくまでフレンドリーっていうか……。（笑）
澄子　　：その日のうちに石沢君とは携帯で連絡を取っておきます。菊ちゃんには明日の朝早く言って言おう。
　
プレイヤー同士はお互いの事情を知ってますが、キャラクター同士は知らないので、
それを踏まえた上での電話でのやり取り……なんだか、微妙な会話でした。
1歩間違えばプレイヤー同士の出来レースなんですが……微妙な緊迫感が漂ってました……。宇宙人側についてからの麻紀ちゃんの本気度ヤバイ。 
　
――そして、運命の日。10月26日火曜日です。 
　
菊子　　：いつもより20分くらい早めに着くように行きます。
澄子　　：私も早く行って、まずは菊ちゃんに。……というわけで、放課後に麻希ちゃんと待ち合わせしたんだけど。
菊子　　：うん。いた方がいい？
澄子　　：うん。一人じゃ心細いから。
菊子　　：わかった。
澄子　　：菜穂ちゃんはどうする？
キーパー：菜穂ちゃんは「私も部室に行くよ。いつも澄子ちゃん大変そうだから……」
澄子　　：ありがとう。
麻希　　：うん、多い方がいい。（笑）
キーパー：あ、麻希ちゃんが朝玄関口に来た時、高遠さんが「おはよっ」と声をかけてきます。「よろしくねっ」と。
麻希　　：ＯＫ。「よろしくねっ☆」
澄子　　：わかりあっているよ。
菊子　　：やだなあ。
キーパー：こうやって仲間は殖えていくんだな、と嬉しさを感じます。
麻希　　：頑張らなきゃー。
菊子　　：うー……。
　
キーパー：では、授業時間はすっ飛ばしていいのかな？
澄子　　：あ、一点確認したいことがあったので石沢君にメールを打ちます。……怪しいなあ。
キーパー：どうぞー。
澄子　　：『熱に弱いというのは何度以上の熱ですか』って聞きます。
キーパー：彼の返事は『黄身が固まるくらいだから80度』と。
澄子　　：じゃ、ホッカイロとかじゃだめってことだね……。
菊子　　：うん、熱湯とかだね。あと、操られている人の腕力。
澄子　　：変化しますか？
キーパー：しないそうです。
菊子　　：じゃ、大丈夫だ。押さえつけられる。
キーパー：あと、することある？
麻希　　：――あ、今のうちに熊谷君を誘いたいです。
キーパー：熊谷君はお昼は部室にいますから接触は容易だけど、何て誘う？
麻希　　：何て誘おうかなあ……。
キーパー：あ、誘う時に、取り込む前に相手のＯＫがいります。相手が肯定の意思を示せばＯＫなんだけどね。
麻希　　：了解。――では、周りを見ながら熊谷君に、――内緒の話なんだけどさ、実はさ……誰にも言わないでよ。この学校に宇宙人がいるの。
キーパー：……。（笑）
菊子　　：微妙……。
キーパー：彼は宇宙人の話は好きだけれど……。「それで？」と。
麻希　　：そう思うのは無理もない。でもね、一度会ってみればいいよ。
キーパー：「ほうほう？」と、興味は沸いてきたようです。（笑）
菊子　　：乗ってるよー！
麻希　　：うまくいってもいいような気がしてきたな。うーんとね……「ちょっと来て」と例の場所に連れて行きます。
キーパー：じゃ、例の場所で例のものを見て「すげー！　こんなのうちに来ないかな」って自分で言った瞬間に。（笑）
菊子　　：うわー、だめだ！
キーパー：「あれ？　何だか……」と最初のうちは違和感で終わるんですが、「これって株分けとかできるんだよね……」
麻希　　：もちろん！（笑）
キーパー：彼は嬉々として転がっていたポットにその場の土を入れ、苗を作る。「これはオカ研の部室に置いておいて、今日は持って帰ろう」
麻希　　：手際いいな。
キーパー：最初は物珍しさが先に立っていますが、じきに「これ宇宙人？　……そうだね、宇宙人だね……」って感じになってきます。「聖さん、ありがとう」
麻希　　：だって仲間ですもん！（がしっ）
　
キーパー：放課後まで時間を進めます。４時近くになると、奈月が麻希ちゃんに「行こっ」と声を掛けてきますが？
麻希　　：奈月ちゃんに、――今日は、これから株分けをするの。（笑）
菊子　　：おいっ。
キーパー：「そっか。じゃ、私達は先に行ってるね。待ってるから」
澄子　　：やべ、待ってるのか！　……でも知らないからねえ。
キーパー：と、見ていると熊谷君もやって来る。今日は奈月さん高遠さん藤田さん熊谷さんの４人ですね。（笑）
菊子　　：待って！　男の子は腕力あるよ。こっちは３人だよー。
キーパー：だって麻希ちゃんに殖やされたんだもん。
澄子　　：じゃ、部室に行きましょうか。
キーパー：はい。菜穂ちゃんもいます。石沢君は資料室で待っていればいい？　それともオリエンテーリング部の部室で隠れていようか。
澄子　　：じゃ、1年生の教室のすぐ見える範囲の近いところにいてもらえる？　で、例の人達がどこに行ったらとかわかったらメールくれる？
キーパー：了解。……で、待ち合わせの時間です。
麻希　　：先輩、お待ちしていました！（はあと）
澄子　　：……待ってたか。
キーパー：「や、やあ、聖、さんっ」と菜穂ちゃんは明らかに表情が出過ぎています。
麻希　　：どうしたんですか？　ご気分が優れないようですけど……。
キーパー：ぷるぷるぷる。距離を置こうとします。
澄子　　：菜穂ちゃんに見えないように肘鉄をガッとして、受験の追い込みで疲れているんだよ、と。
麻希　　：そうなんですか。……すーぐに疲れなくなりますよ。
澄子　　：……え゛？
麻希　　：いや、何でもないです。でも疲れているというか怯えているみたいですね（笑）
澄子　　：じゃ、わかったことを教えてもらえる？
麻希　　：じゃ、その人がいるところに行きましょうか。校内ですからご安心ください～、と歩いていこうとする。
澄子　　：怪しいので、ちょっとそのまま麻希ちゃんが歩いていくのを見ています。
麻希　　：ああ、一緒に来てくださいよう。
澄子　　：もうちょっと詳しいことを話してくれない？
麻希　　：詳しいことと言われましても……。何を話せばいいんですか。
澄子　　：だから、その人がどんな人なのかとか。
菊子　　：うん。その人が何を知っているのか、とか。
麻希　　：どんな人か、ですか。あの……今言っても信じてもらえないと思いますんで、一緒に言って会ってから話しましょう。
澄子　　：麻希ちゃんさ、そういう説得力のないこと言われても、どうすればいいのか私も困るよ。
麻希　　：うーん……でも、私としてもついてきてもらうしかないんですもん。
澄子　　：……ちょっと時間を稼ぎたい。しばらく押し問答しています。
キーパー：えーと、じゃ、そんなことをていると澄子ちゃんの携帯にメールが成ります。
澄子　　：ちょっとごめん、メール来たみたい。
キーパー：『現在逃亡中。本拠地ボイラー室。救援求む。至急至急(>_<)！』
菊子　　：余裕あるな！
麻希　　：使いこなしてやがる。位置関係
澄子　　：わかった、もう押し問答をしててもしょうがないから行くよ、としぶしぶのように。
麻希　　：じゃ、行きましょう、とにっこり。
澄子　　：メールで、現在地はどこ？
キーパー：返信はは立て続けに来ます。『かいだん』『ろうか』『おくじょう』。
澄子　　：おっけー、ガンバレ。
麻希　　：余裕あるじゃないか。
キーパー：あなた方が階段を下りているところで、図書館の方向でダダダダタと音がしたり。（笑）
菊子　　：うわ。
麻希　　：なんか騒がしいですね。こっちですよー。


ＳＣＥＮＥ　７：　宇宙人、ゴーホーム
　
澄子　　：……で、どこまで連れて行ってくれるんですか？
麻希　　：目的地まで行きますよ。そのまま歩いて。
菊子　　：ってここ、ボイラー室じゃん。
キーパー：ボイラー室の前では扉が半開きになっていて、大事な水がこぼれている。近くにはバケツがひっくり返っている。
麻希　　：あっ……。どうしようかなあ。驚こう。
澄子　　：何、どうなっているの。
麻希　　：いいや。がたっ、と開ける。
キーパー：（写真を見せつつ）ボイラー室を開けると、こんな感じて花がぎっしり。1.5ｍ×３ｍほどの区画を覆っていると思いねえ。花は50コくらい咲いた状態で、個別にうねうね蠢いている。

これ、トケイソウという植物です
　
菊子　　：ちょっと待って、ここ機械室なのに何で！？
麻希　　：「大丈夫ですか？　何があったんですか」と花に話しかける。（笑）
澄子　　：麻希ちゃんはこっちを向いているわけだね。他に人はいますか？
キーパー：いませんね。
澄子　　：ドライヤーを弱モードで打ちます！（笑）
キーパー：早っ。後ろ向いているからって不意打ちはできないです。あなた方も状況を把握する時間がいるでしょう。えーと、イニシアチブってどうするのかな……。（ルールブックを見ながら）DEXの一番高い順から行動。
澄子　　：13。
麻希　　：12。
澄子　　：やったーっ！
キーパー：えーと……（ルールブックを読みつつ）攻撃する武器を選び、命中判定ロールをします。ドライヤーの命中値は<パンチ>として扱いましょう。
菊子　　：大丈夫、打ち漏らしたら私が飛びついて押さえにいくから。
澄子　　：じゃ、50％か。麻希ちゃんをまず打つか、植物を打つか。
麻希　　：植物に向かって撃つなら、邪魔をするのは間違いない。
キーパー：あ、植物に向かって打つなら命中判定はいりません。2発当てれば十分だとは言われているけれど、ダメージは振ってもらいます。
澄子　　：どうしようかなあ……。
菊子　　：麻希ちゃん狙って打ち漏らすよりは、植物に当てた方がいいと私は思う。
澄子　　：そうねえ、そうしましょうか。じゃ、ガードよろしく。
麻希　　：本体を狙おうとした時に、本体をかばうことはできますか？
キーパー：それは<受け>ですね……うーんと……射線上に立つことはできますが、あ、DEXが足りないから動けないや。
澄子　　：（ころころ）よし、当たった。
キーパー：2d6でダメージを出してください。
澄子　　：（ころころ）6点。
キーパー：撃たれた部分がちぎれ、植物が怯えるように揺らめいた。――次、麻希ちゃんと菜穂ちゃん。
麻希　　：「な、何するんですか！」と、澄子先輩につかみかかる。
キーパー：組みつきですね。<格闘術>で攻撃をすることになります。基本は25％。これを成功すると相手の自由を奪うことができます。澄子ちゃんは……<受け>ができないから、何もできない。（←間違い。実は<回避>はできました）
麻希　　：銃を無効にしたい。よっ（ころころ）06。（笑）
キーパー：銃をがしっとつかんで、澄子ちゃんを無力化することに成功します。
澄子　　：やめてー。
キーパー：あ、それと、麻希ちゃんはテレパシーで植物に攻撃をさせることができます。命中判定は80％で、1回のダメージは1d6点です。
澄子　　：こんな戦闘するのって初めてじゃない？　仲間同士っていうのがちょっとどうかなあと思うけど。
麻希　　：仲間同士かどうかはちょっと疑問が……。（笑）
菊子　　：菜穂ちゃん、麻希ちゃんに飛びついて押さえてもらえるとありがたいな。攻めて転ばすくらいは。
キーパー：そうね。こっちも<格闘術>25％でいきます。（オープンダイスでころころ）……ごめん。（笑）
菊子　　：私も抑えつけに回りたいので、やっぱり25％？
キーパー：<格闘術>を持っていないから、そうだね。
　
【持っていない技能】
キャラクターを作成する時、与えられた技能ポイントを割り振って技能値を決めますが、
技能ポイントを割り振っていなくても、判定をすることはできます。
その場合、あらかじめ決まっている技能ごとの基本％を目標値に判定をします。
今回は格闘系の部活も習い事もしていないメンバーだったので、
<格闘術>は全員が基本の数字である25％で。早い話、シロートの集まりです。 
　
菊子　　：持ってないよ、そんな気のきいたもの。<投げる>はあるけど。手近に投げられるものは……あ、バケツがあった！
麻希　　：嫌な予感がする。（笑）
菊子　　：背中に当てて銃を取り落としたり、してくれたらいいかなー。
キーパー：<投げる>の基本値はいくつ？
菊子　　：105。
キーパー：……そういえば専門家だったね。わかった。県大会6位の腕を見せてくれ！
菊子　　：（ころころ）60。成功。
キーパー：ダメージが1点＋追加ボーナスで。追加の方が痛そうだね。
菊子　　：痛かったらごめんね。（ころころ）2点。
キーパー：それで銃を取り落とすかどうか？　うーん、それは次に取り上げる人にボーナスがつくぐらいかなあ。思いがけない衝撃だろうから。
澄子　　：よし、ありがとう菊ちゃん。
　
この後、菜穂が麻希に組みついて麻希の動きを制限します。
しかし宇宙人に操られノリノリの麻希ちゃんは、シータ星人のツル触手で澄子を攻撃。
　
キーパー：……命中したね。麻希ちゃん、ダメージをd6で出してください。
菊子　　：1回は平気ね。2度目でどうなるかはわからないけど。（澄子のＨＰは11点）
麻希　　：6点です。手加減はしていないようです。（笑）
菊子　　：おいっ！
澄子　　：痺れた～！
キーパー：ついでに、未知の痺れからくる精神的ショックでSANチェックをしてもらおうか。
澄子　　：（ころころ）お、楽々成功。
菊子　　：……どうしようかな。菜穂ちゃんがいつまでも押さえていられるとは限らないから、一緒に押さえる方に入る。
麻希　　：もがくもがく。
菊子　　：あー、でも首の辺りを叩くのはさすがにちょっと忍びない。
澄子　　：（あっさりと）いいんじゃない？（笑）
キーパー：ノックアウト攻撃は、普通に攻撃する時に宣言すればいいらしいよ。
菊子　　：そういうことができるならやりたい。手近にバケツがあるから、それで……やっぱ背中。頭はさすがにちょっとね……気絶打撃を狙って頑張ります。
キーパー：バケツ使うのなら、<パンチ>かな……。
菊子　　：はーい。（ころころ）19。（ころころ）あ、2点。
キーパー：はい。麻希ちゃんの背中にバケツがめきょっと叩き込まれる。それに呼応するかのようにうねうねと植物が動きます。
麻希　　：涙目。
澄子　　：問答無用で撃ちます。ええい、気持ち悪いわ！（ころころ）お。2d6で12！
キーパー：お、それできた。植物はダメージをくらった後、しゅわしゅわしゅわっとしおれていきます。全体に一気に原色に染まり、その後に全部灰色になり、粉になってぱらぱらと崩れていく。その様を見た人達、SANチェックしてもらいましょう。
菊子　　：（ころころ）うん、大丈夫。
澄子　　：（ころころ）いやーっ、だめだった。
麻希　　：（ころころ）だめでした。ショックだ……。
キーパー：はい、（ころころ）澄子ちゃん４点、麻希ちゃん2点。麻希ちゃんは加えて、正気に戻って今までのことを思い返したショックがありますので更にSANチェックしてください。操られていた時の感覚を正常な気持ちで省みることができました。
菊子　　：うわ、いやっ。
麻希　　：（ころころ）05といってみた。（笑）
キーパー：では1点。SAN値が一番低い人なのにね。
澄子　　：しぶとい奴め。
麻希　　：大したことはなかった……のかな。
　
久々に放課後怪奇くらぶで戦闘処理をしました。
展開に戸惑った面もありましたが、何とか無事に終了。 
　
澄子　　：何とかやったよー。恥ずかしいから早くドライヤーをしまいたい。
菊子　　：麻希ちゃんが正気に戻ったっぽいところで、ごめんねごめんね大丈夫？、と。
麻希　　：よんてんぶん。（←バケツダメージの総計）（笑）
菊子　　：背中を狙ったつもりだったんだけどね。
麻希　　：狙った場所に当ててください～。
澄子　　：とりあえず石沢君に電話します。
キーパー：あ、その時にこっちから電話が入ります。電話の向こうではめちゃめちゃ息切れしております。「終わった、ん、だ？」（笑）
澄子　　：何とか本体はやっつけたよ。あと株。　そっちの人達はどう？
キーパー：とりあえず正気に戻ってくれたけど。個人の家に株があるかどうかも含めて事後処理はするよ。その前に、そっちにいる人に詳しく話が聞けたら嬉しいな。
麻希　　：な、何ですか？　あー……っ、全然記憶がなくなっちゃった……。（笑）
澄子　　：さあ、キリキリお話しましょうかね。
麻希　　：ちょっと疲れちゃったから、私これから帰ります～。
澄子　　：待たんかい。株はどうしたの？　まだコレ撃てるよ。（笑）
菊子　　：だめだよ。ぐいっ。
麻希　　：ううう、痛いよう～。先輩がいじめる～。株って何のことですか。
澄子　　：植木鉢か何かに持って帰ったでしょう。
麻希　　：植木鉢なんて私知りませんよ。（笑）
澄子　　：ほほう、知らないんかい。
麻希　　：知りませんよ。決して私持って帰って植え替えたりしていません。
澄子　　：そう。じゃ、麻希ちゃんちに行こうか。
麻希　　：何ですか。勘弁してください。
澄子　　：あとは誰に配ったのかな。
麻希　　：誰に配ったって、私誰にも配っていませんよ。私、熊谷君なんてやっていません。
澄子　　：うん、熊谷君ね。彼のおうちはどこ？
麻希　　：お家なんて知りませんよ。熊谷君はまだ家に帰っていないから、オカ研の部室になんてありませんよ。
澄子　　：なるほどね。じゃ、先にそっちだな。（笑）
麻希　　：そろそろ離してください。……痛いですぅ。
　
いつまでのここにはいられないので、場所を麻希の家に変えることに。
彼女が育てていた苗をドライヤー銃で撃って、無事に破壊しました。 
　
キーパー：しばらく後、石沢君も合流します。……で、麻希ちゃんを見て「記憶がまだあるんだ？　へーっ」って。
麻希　　：て……敵？（笑）
キーパー：「まあいいや、このままでもまわりの人が本気にするわけないからね」と、麻希ちゃんの耳に指を入れて、にゅるるるるるっ、とナニカをつまみ出します。（笑）
麻希　　：ううっ。
菊子　　：に、肉の芽？
キーパー：「よし、回収」と。で、彼は大きめのカバンを持っていたんだけれど、中に小さな冷蔵庫みたいなのを入れていて、かぱっと開けて中にいれる。「やっぱりとりたてはおいしそうだね」
澄子　　：……食べるの？
キーパー：「ちょっと味見……」と、はじっこをちぎって、じゅろろろろろろっと啜るように口に。
澄子　　：ええっ！？
麻希　　：それは……。
澄子　　：あの、君が説明しがたいっていったのは、仕事とかじゃなくってゴハンを探しに……。
キーパー：「これでだいぶ力が戻ったよ。じゃ、改めて他の人達のところに行ってくるね」
麻希　　：待って、それっておいしい……？
菊子　　：ばしっ。
澄子　　：じゃ、要するに狩りに来ていたということね。
キーパー：「宇宙条約の所定種族じゃないと食べられないなんて、不便な時代になったものだね」
澄子　　：なに、そのシータ星の奴らは食べてもいいってこと？
キーパー：「有害指定種族は食用に用いても規約違反にならないんだ」
菊子　　：その、有害って決めたのはどこのどいつよ。
キーパー：「宇宙同盟で『厳重惑星に対して捕食活動及び惑星生態系を破壊する可能性がある種族』が指定されているんだ。それ以外の人達を食べると罪になっちゃうんだ……」とあなた達を一瞥する。（笑）
澄子　　：罪にならなかったら食べるのかよ。（笑）
キーパー：「本当は故郷の子供達にもって帰るべきだったんだけど、聖さんのは短時間の割にはよく育ってておいしそうだったらつい食べちゃったよ」（笑）
麻希　　：美味しそうとかあるのか。
キーパー：あ、麻希ちゃん、ここ３日くらいの授業内容を覚えていない。
澄子　　：最後に何か私に言うことは？
キーパー：「ありがとう！　お礼は何もできないけど……」
澄子　　：何か面白い芸を見せてよ。体力回復したんでしょ？
キーパー：じゃ、一緒に地球の真ん中まで行ってみる？
澄子　　：い、いいっ！　それ以外ないの？
キーパー：「何が芸になるかよくわかんないや。うかつなことをして君を壊したら困るしね」
澄子　　：じゃ、お礼の言葉だけ十分です。だからもう目の前に来ないで。
キーパー：「じゃっ」と窓をからからと開けると、大きな光の玉がぼーっと降りてくる。
菊子　　：は？
澄子　　：それ乗り物？
キーパー：「いや、僕の一部」ってそのままひゅっと入っていってぼっーと上がっていきます。
菊子　　：嘘お。
澄子　　：シュールだ……。
　
　
ＥＮＤＩＮＧ
　
キーパー：事後処理というのも何ですが、翌日からも学校は平和に続きます。後日、菊ちゃんが図書室に本を返しに行くと、鶴巻さんが何か言いたげにあなたを見ます。
菊子　　：な、何ですか？　鶴巻さん。
キーパー：「――お茶飲まない？」（笑）
菊子　　：お、お茶はいいです。
キーパー：「そっか、残念。いつでも来てね。おいしいお茶があるんだよ」と、いつも通りに本の手続きを。
菊子　　：むー……。
キーパー：シータ星人に乗っ取られたメンバーは、皆記憶が曖昧なようですね。ただ、刺激があって楽しい日々だったってことは覚えているらしい。
麻希　　：うん。
澄子　　：確かに充実していたんだろうね。
キーパー：奈月が「最近、ちょっと物足りないんだよ。――それで麻希ちゃん、宇宙人を呼ぶ儀式っていうのがあるんだけど、今度一緒にやってみない？」（笑）
麻希　　：やろうやろう♪
澄子　　：まだ懲りないのか！　覚えているのに！
キーパー：石沢君の机はきれいさっぱりなくなっておりまして、名簿も最初からいなかったかのように――っていうかいなかったんですけど。そんな感じで、10月も無事に終わります。
澄子　　：……無事に？
キーパー：だって、SAN値はそんなに減ってないよね。あ、今回はd6点ほど回復をしてください。
澄子　　：減ったよ、10点も減ったよ！（ころころ）回復しないし……。
麻希　　：（ころころ）３点です。相殺されました。
キーパー：麻希ちゃんすごいな……。あとは技能の成長作業です。皆様お疲れさまでした～。
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